
(庄野ヒカル郷土玩具（虎)）
TsuyamaCityMuseum

より｢つはく」津山郷土博物館だ

●企画展

「郷土の刀剣一新刀から現代刀まで－」を
開催中

「
の
こ
エ
ア
云
匡

Ｎｏ．皿１１2022.2 トピックス

津山郷土博物館蜂

●館蔵品ギャラリー

「永礼孝二・日下賢二の木版画」展を開催

●第１２３回文化財めぐり

●小学生の見学

●ミニ企画展を開催

資料紹介

寺■

●動物園にヒョウがいた

－松山政春が描いた日本画から－
小郷利幸

お知らせ

【

臣･ー．_＝＝己卿

Ｉ
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館蔵品ギャラリー館蔵品ギャラリー

｢永礼孝二。｢永礼孝二。日下賢二の木版画｣展を開催日下賢二の木版画｣展を開催日下賢二の木版画｣展を開催
Ｌ 』

永礼孝二（明治34～昭和51年）と日下賢二(昭和１１～令和2年）は、いずれも津山市志戸部

出身の版画家で、日下は永礼などが主催する絵画夏季講習会に参加したのがきっかけで版画の

道に進み、その後は抽象画の独特な世界へと進みます。二人の版画や版木などを展示しました。

【会期】令和4年１月１４日閏～２月１３日（日）

【会場】当館3階展示室の－部

[展示品]永礼孝二

◎名古屋城（昭和１３年）

◎たけのこ （昭和２８年）

◎佐良山風景（昭和３１年）

◎･』､諸城跡（昭和４６年）

◎小諸城跡(版木）（昭和４６年）

◎雪景(海）（制作年不詳）

◎版画集第二輯（制作年不詳）

[展示品］日下賢二

◎ヤブカンゾウ（昭和２５年）

◎ランプ（昭和２６年）

◎ランプ(原画）（昭和２６年）

◎津山風景（昭和３１年頃）

◎作品２３ （昭和４０年）

◎飛翻８５－３ （昭和６０年）

展示風景

２

Ｆ』

、

F

lI
bZ

P

名古屋城

佐良山風景

．－常言

~、

ノ
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第１２３回文化財めぐり第１２３回文化財めぐり

～広野地区の文化財をめぐる～～広野地区の文化財をめぐる～
Ｌ 」

広野公民館一>青瀧寺一近長丸山古墳群－田熊の舞台一広野公民館(参加者11名）

令和３年11月27日(土)津山市

内広野地区の文化財を中心に

めぐりました。当日は小雨の降

るあいにくの天気でしたが、清

瀧寺では、広大な寺域内にあ

る仁王門や本堂、延文５

(1360)年に建てられた宝佳印

塔などを見学し、近長丸山古

墳群は調査後消滅しているた

め、古墳のあった場所を望め

る道中で解説しました。同1号

墳は直径20ｍ程の円墳です

が、葺石がめぐり中心にあったﾉｰﾉ、」＝ﾄﾉＬＪノノⅨノ＼・ノーｒ〃Ｌ'､１－αノーノノー 清瀧寺

木棺から鏡と勾玉、食'｣が出士しているため、被葬者は周辺地域を治めた首長層と考えられます。古

墳はちょうど東西の街道筋を望める低丘陵頂部に造られています。これら出土品は、本館で現在展

示中です。最後に行った田熊の舞台は、山上の八幡神社境内にあるため、そこへ至るかなり急な登

り坂が、最後に立ちはだかりました。なんとか全員無事に到達し、明治４(1871）年に作られた農村

歌舞伎の舞台を見学しました。回り舞台もある本格的なもので国の有形民俗文化財に指定されてい

ます。当日は、全行程6kmほどを無事にめぐりました。

－１

ノ
r－ 一、

し

小学生の見学小学生の見学
hＬhＬ

新型コロナウィルス感染予防のため、８

月20日(金)から９月30日(木)まで閉館し

ました。１０月１日(金)に開館すると、１２月

にかけてたくさんの小学校6年生が見学に

来てくれました。歴史は現在の私達と無関

係ではなく、過去を生きたたくさんの人々

がいるからこそ現在の私達がいるというこ

とを、実物の資料を通して感じてもらえた

らと願っています。

愚

画

、

』

篇、壱劃

ノ



』

１２月25日仕)～令和4年１月１０日(月)まで、短い期間でしたが、千

トピックス淫博２０２２２Ｎｏ．･1.11

４

ノ

－ 、／－

し

ミニ企画展ミニ企画展

Ｉ

識＃

河井達海｢サーカスの虎当

の子どもたち」の子どもたち」 を開催しました。を開催しました。｢むかしむかし｢むかしむかし
』Ｌ

展示風景

１１月27日(土)～１２月１９日(日)まで、ミニ企画展「むかしむ

かしの子どもたち」を開催しました。『美作孝民記」の挿絵

を中心に、江戸時代における子どもの生活の一部を紹介、

髪型や服装などにも着目して展示しました。展示を見た小

学生達は､「こんな髪型じゃったん?」などと江戸時代の子ど

も達の絵を興味深く見ていました。

｜

ミニ金、剛
、,

琴国電言一，ｕｉ‘

鎌

111

1塁〃

’

ミニ介面展

ー

「

｡

鷲
灘

Ｉ

■ど分｡と

支にちなんだ

ミニ企画展を

開催しました。

津山出身の画

家である河井

達海、庄野ヒ

カル、田外白

鷺が描いた虎

の絵など、お

めでたい資料

を展示しまし

た。

画

｢お正月一虎一」 を開催しました。

尾騨．肥NW0
・頁ﾙー

江脚胸代の農作における子どもたちの妄忌圏、出阪され．脂『縄Iy牢里】型①

1312などでご鰯介します．

ｆ今俊○子宝

島二垂璽ロ吻唾月一臭一』翰堀３年1塞刀塁巳【】【エ）-令祁4厚1n10n【、

分■価、土の刀阿一断刀から現代刀疾で－』ｆＷ｡４年苫ハ１０，【主】－令、４卯。、郡画幅１

些獣皇｡。

且

ａ
ｊ
ｄ

Ｆ

令和３年１１月２７日（土）～１２月１９日（日】

津山圃十博物趣３蔚屋示室の一鰹

一、

蕊

CQ

｢むかしむかしの子どもたち｣チラシ

ノ

１
１

■

し
展 示 風 景
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動
物
園
に
ヒ
ョ
ウ
が
い
た
ｌ
松
山
政
春
が
描
い
た
日
本
画
か
ら
Ｉ

は
じ
め
に

こ
こ
に
ヒ
ョ
ウ
（
豹
）
を
描
い
た
１
枚
の
日
本

画
が
あ
り
ま
す
（
写
真
①
）
・
こ
れ
は
松
山
政
春
（
１

９
１
１
～
１
９
８
９
）
が
描
い
た
も
の
で
す
。
彼

は
京
都
市
出
身
で
、
京
都
絵
画
専
門
学
校
卒
業
後
、

兵
庫
県
教
員
を
へ
て
、
岡
山
県
職
員
と
な
り
退
職

後
は
絵
画
活
動
を
お
こ
な
い
、
美
作
女
子
大
学
講

師
、
県
北
日
本
画
協
会
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

日
展
入
選
な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
３
（
２

０
２
１
）
年
に
ご
子
息
か
ら
こ
の
絵
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
絵
は
現
美
展
（
岡
山
）
で
賞
を
と
っ

た
時
の
絵
で
、
お
部
屋
の
壁
面
に
飾
っ
て
あ
り
ま

し
た
。旧

津
山
市
立
動
物
園
に
ヒ
ョ
ウ
が
い
た
こ
と
を

皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
絵
の
紹
介
に

あ
わ
せ
て
鶴
山
公
園
内
の
動
物
園
に
ヒ
ョ
ウ
が
い

た
歴
史
に
つ
い
て
も
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

作
品
の
紹
介

絵
は
、
横
１
３
０
叫
縦
９
７
ｍ
の
大
き
さ
で
、

立
派
に
額
装
さ
れ
、
薄
暗
い
背
景
に
、
地
面
に
伏

せ
こ
ち
ら
を
向
く
ヒ
ョ
ウ
の
ほ
ぼ
全
体
像
を
描
い

て
い
ま
す
。
り
り
し
い
顔
の
表
情
か
ら
体
の
模
様
、

足
の
裏
や
部
分
的
な
し
っ
ぽ
の
細
部
に
い
た
る
ま

で
と
て
も
リ
ア
ル
で
、
ヒ
ョ
ウ
が
引
き
た
ち
ま
す
。

左
下
に
「
政
」
の
サ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。

息
子
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
当
時
鶴
山

公
園
西
側
の
千
石
坂
（
津
山
城
築
城
当
時

か
ら
あ
る
道
）
近
く
の
行
啓
道
路
沿
い
に

家
が
あ
り
、
特
に
動
物
園
の
動
物
を
好

ん
で
描
い
て
い
た
そ
う
で
、
ご
自
宅
に

は
ヒ
ョ
ウ
以
外
に
烏
な
ど
を
描
い
た
絵

が
数
点
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ヒ
ョ
ウ

を
描
く
た
め
に
毎
日
の
よ
う
に
動
物
園

に
通
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ

の
ヒ
ョ
ウ
は
よ
り
正
確
に
描
か
れ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
製
作
年

は
わ
か
ら
な
い
よ
う
で
す
。
ヒ
ョ
ウ
が

い
た
時
期
が
わ
か
れ
ば
、
製
作
年
も
あ

る
程
度
わ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
ヒ
ョ
ウ
は
ネ
コ
科
ヒ
ョ
ウ
属
で
、

ア
フ
リ
カ
大
陸
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
、

寒
帯
か
ら
熱
帯
の
広
範
囲
に
生
息
し
ま

す
。
寒
い
季
候
に
も
対
応
で
き
る
た
め
、

津
山
の
風
土
に
も
適
し
て
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
ち
な
み
に
ネ
コ
科
の
中
で
よ

く
似
て
い
る
チ
ー
タ
ー
と
ヒ
ョ
ウ
は
背

中
の
模
様
な
ど
が
大
き
く
違
っ
て
い
て
、

絵
に
描
か
れ
て
い
る
模
様
は
ヒ
ョ
ウ
の

模
様
、
い
わ
ゆ
る
ヒ
ョ
ウ
柄
を
忠
実
に

模
様
、
い
わ
ゆ

描
い
て
い
ま
す
。

ま
つ
や
ま
ま
さ
は
る

二一－－

＝

‐套劇‘，⑨｡曾蕊、
１，;盤室｡藤､ー 、

１
・

ざ
あ空

い

』
毎
勺

ご
乞

年
〃

〆
、

浅欝溝

５

写真①豹

P.

利
幸

詞「

偽
一

毛
艶

一
存

や

ウ
ワ
”

小
郷

雪・凸｡"＝Ｐ－－
℃

賂嵯Ｌ
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－
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③

旧
津
山
市
立
動
物
園
に
つ
い
て

次
に
旧
津
山
市
立
動
物
園
の
歴
史
に
つ
い
て
み

て
み
ま
す
。
津
山
市
史
（
第
７
巻
現
代
Ⅱ
）
の
年

表
に
よ
る
と
、
動
物
園
は
昭
和
釦
（
１
９
５
５
）

年
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
場
所
は
津
山
城
跡
三

の
丸
の
鶴
山
館
に
隣
接
す
る
所
で
し
た
。
た
だ
昭

和
刀
（
１
９
５
２
）
年
度
版
津
山
市
勢
要
覧
（
昭
和

恥
年
中
の
事
を
記
載
）
に
「
鶴
山
館
の
傍
ら
に
動

物
園
を
設
け
て
子
供
の
遊
園
地
と
な
し
…
」
と
の

記
述
が
す
で
に
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
近
代
日
本
の

動
物
園
研
究
（
註
１
）
に
よ
れ
ば
、
戦
後
に
地
方

自
治
体
に
よ
り
開
設
さ
れ
た
動
物
園
の
一
つ
と
し

て
、
日
本
動
物
園
水
族
館
協
会
の
要
覧
を
引
用
し
、

昭
和
妬
年
に
本
動
物
園
が
開
設
さ
れ
た
と
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
同
年
に
開
園
し
た
動
物

園
に
は
、
神
戸
市
立
王
子
動
物
園
や
札
幌
市
円
山

動
物
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
汐
年
の

『
津
山
市
広
報
』
で
、
「
年
次
計
画
を
も
っ
て
動
物

を
購
入
し
、
…
（
省
略
）
…
動
物
園
建
設
計
画
は

着
々
と
進
捗
し
て
い
ま
す
。
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
事
か
ら
、
昭
和
訓
年
以
前
に
、
少
な
く
と
も

昭
和
恥
年
頃
に
は
動
物
園
的
な
も
の
が
あ
り
、
計

画
的
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

最
初
に
ヒ
ョ
ウ
の
記
事
が
見
ら
れ
る
の
は
、
昭

和
釦
年
４
月
の
「
匿
報
っ
や
ま
』
に
ヒ
ョ
ウ
の
写

真
が
掲
載
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
刃
（
１
９
５
７
）

年
版
津
山
市
勢
要
覧
（
昭
和
訓
年
ｎ
月
現
在
）
に

は
動
物
飼
育
状
況
と
し
て
、
ヒ
ョ
ウ
２
匹
の
ほ
か

ペ
ン
ギ
ン
や
ニ
ホ
ン
ザ
ル
な
ど
釣
種
類
２
１
４
匹

の
動
物
た
ち
が
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

翌
年
の
昭
和
兜
（
１
９
５
８
）
年
版
（
昭
和
羽
年

行啓道路
Ｉ

６

図②動物園舎配置図

B,鶴山館Ｄ､水禽舎(白鳥・カモなど）Ｅ､ライオン・ヒョウ舎Ｆ,ペンギン舎Ｇ､クジャク舎Ｈ､小烏舎１.サル舎

ｎ
月
現
在
）
で
は
ラ
イ
オ
ン
な
ど
が
新
た
に
加
わ

り
、
別
種
類
３
０
２
匹
に
か
な
り
増
え
て
本
格
的

な
動
物
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
県
北
の
動

物
園
と
し
て
は
珍
し
く
、
親
子
づ
れ
や
観
光
客
の

憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
昭
和
訓
年
で
年
間
師

民家

Ｊ
Ｂ
Ｈ
０
１
ｌ
ｌ
ｑ
ｌ
Ｉ
ｉ

〕

副市民寮ＷＣ

､－~、

蕊蓋=_:－．

E
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宮

川
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写
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民

Ｌ
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乃
冨
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お
わ
り
に

１
枚
の
動
物
の
絵
が
描
か
れ
、
そ
れ
が
今
日
ま

で
残
さ
れ
た
こ
と
で
、
動
物
園
に
い
た
ヒ
ョ
ウ
の

当
時
の
生
き
生
き
と
し
た
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ヒ
ョ
ウ
の
当
時
の
写
真
が
、
ほ
と
ん

ど
白
黒
写
真
で
あ
っ
た
り
、
関
連
資
料
も
残
っ
て

い
な
い
の
で
、
こ
の
絵
は
当
時
津
山
に
い
た
ヒ
ョ

ウ
を
、
色
鮮
や
か
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
貴
重

資料紹介 津博２０２２．２Ｎｏ．1１１

万
人
あ
ま
り
の
来
場
者
が
あ
り
、
鶴
山
公
園
は
、

令
和
元
年
度
で
約
旧
万
人
の
来
場
者
で
す
の
で
、

い
か
に
盛
況
で
あ
っ
た
か
わ
か
り
ま
す
。
少
な
く

と
も
ヒ
ョ
ウ
に
つ
い
て
は
、
昭
和
釦
年
頃
に
は
す

で
に
い
た
よ
う
で
、
さ
ら
に
昭
和
机
（
１
９
６
６
）

年
４
月
の
『
広
報
っ
や
ま
』
に
ヒ
ョ
ウ
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
時
期
に
も
ヒ
ョ
ウ
の
親

子
（
註
２
）
が
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

動
物
園
開
設
後
の
昭
和
兇
（
１
９
６
３
）
年
に

津
山
城
跡
が
国
の
史
跡
に
な
り
ま
し
た
。
史
跡
指

定
後
の
「
津
山
城
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
図
①
）
に

動
物
園
舎
の
配
置
図
（
図
②
）
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
に
は
ペ
ン
ギ
ン
や
サ
ル
、
ク
ジ
ャ
ク
舎
の
ほ
か

に
ラ
イ
オ
ン
・
ヒ
ョ
ウ
舎
（
図
②
－
Ｅ
）
が
書
か

れ
て
い
て
、
場
所
も
特
定
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
時

は
イ
ン
ド
ヒ
ョ
ウ
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
年
代
が
な
い
の

で
す
が
、
美
作
産
業
文
化
会
館
が
左
上
に
書
か
れ

て
い
て
、
こ
れ
は
現
在
の
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー
の

事
で
す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
側
（
１
９
６
６
）

年
１
月
に
開
館
し
、
そ
の
後
は
文
化
セ
ン
タ
ー
と

呼
ば
れ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
こ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
開
館
以
前
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

以
上
か
ら
ヒ
ョ
ウ
は
少
な
く
と
も
昭
和
岨
年
頃

ま
で
は
い
た
よ
う
で
、
た
だ
い
つ
頃
ま
で
い
た
か

は
、
記
録
が
残
っ
て
お
ら
ず
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
約
判
年
前
（
昭
和
品
年
頃
）
に
動
物

園
を
管
理
し
て
い
た
職
員
の
人
が
、
そ
の
頃
に
は

す
で
に
ヒ
ョ
ウ
は
い
な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
ヒ
ョ
ウ
が
い
た
期
間
は
、
昭
和

註（
１
）
若
生
謙
二
１
９
８
２
「
近
代
日
本
に
お
け
る
動
物

園
の
発
展
過
程
に
関
す
る
研
究
室
造
園
雑
誌
妬
巻

１
号
』
日
本
造
園
学
会

（
２
）
記
事
か
ら
昭
和
犯
年
に
来
た
つ
が
い
の
子
の
た
め
、

昭
和
釦
年
当
時
と
は
別
の
ヒ
ョ
ウ
の
親
子
で
あ

る
。

釦
～
加
年
代
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
こ
の
絵
は
、
ヒ
ョ
ウ
が
い
た
時
期
で
、
息
子

さ
ん
と
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
昭
和
判
年
代
に

描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
成
Ⅲ
（
１
９
９
８
）
年
に
は
『
史
跡
津
山
城

跡
保
存
整
備
計
画
』
が
策
定
さ
れ
、
同
羽
年
度
か

ら
は
第
Ⅱ
期
計
画
と
な
り
、
現
在
ま
で
に
こ
の
計

画
に
そ
っ
て
備
中
櫓
の
復
元
、
石
垣
修
理
な
ど
が

実
施
さ
れ
、
津
山
城
跡
が
徐
々
に
整
備
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
計
画
の
中
で
は
明
治
の

廃
城
後
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
既
設
占
有
物
（
建

物
や
石
碑
な
ど
）
を
撤
去
す
る
方
針
と
な
っ
て
お

り
、
動
物
園
も
撤
去
に
該
当
す
る
占
有
物
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
動
物
も
少
な
く
な
り
、
撤
去

に
向
け
て
の
本
格
的
な
作
業
が
進
め
ら
れ
、
平
成

躯
（
２
０
１
１
）
年
９
月
に
は
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、

帥
年
余
り
の
動
物
園
の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。
現

在
は
当
時
の
園
舎
が
撤
去
さ
れ
更
地
と
な
り
、
こ

の
場
所
は
「
津
山
城
三
の
丸
つ
る
ま
る
広
場
」
と

呼
ば
れ
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ
な
わ
れ
る
ス

ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ウ
を
、
色
鮮
や
か
に
知
る
こ
‐

な
資
料
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
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